
『事例研究行政法［第４版］』訂正表  
※語句の追加と削除、誤りを修正するほか、より適切な表現に改めました。  

 初刷 2 刷 

ｐ236 
事実 6 下から 2 行目 

「2010 年」 

 

→以下に修正 

「2020 年」 

ｐ244 
下から 2 行目 

「当時者」 

 

→以下に修正 

「当事者」 

ｐ265 
下から９行目 

「本件道路位置指定を廃止決定が」 

 

→以下に修正 

「本件道路位置指定の廃止決定が」 

ｐ270 
関連問題の６行目 

「本件土地が現在道路」 

 

→以下に修正 

「本件土地が現存道路」 

ｐ348 
７行目 

「宇賀克哉」 

→以下に修正 

「宇賀克也」 

ｐ357 
網掛け内、下から５行目 

「説問２」  
  

  

→以下に修正  

「設問２」  

ｐ422 
４行目 

「河川管理者は、それに対して除却や原状回復等を
命ずる必要がある場合は」 

 

→以下に修正 

「同法 75 条 1 項 1 号の「この法律……に違反
した者」に該当し、河川管理者は」 



ｐ422 
５行目 

「２項」 

 

→以下に修正 

「１項」 

ｐ422 
７行目 

「２項」 

 

→以下に修正 

「１項」 

ｐ428 

 

（2）６行目 

「開発許可（都計 29 条・43 条）」 

 

→以下に修正 

「開発許可（都計 29 条）または建築許可
（都計 43 条）」 

ｐ428 （2）10 行目 

「特定行政庁（建基 2 条 35 号）である甲市長」 

 

→以下に修正 

「特定行政庁（建基 2 条 35 号）であるとと
もに都計法上の監督処分権者である甲市長」 

ｐ477 

最終行 
 

「2020 年 3 月のある日」  
  

 →以下に修正  

「2021 年３月のある日」  

ｐ514 
表、〔問題７〕最終行 

「当事者訴訟（関連問題）」  

  

→削除  

ｐ518 

表、〔問題７〕訴訟形式 内 2 行目 

「義務付け訴訟」  

  

→以下に修正  

「差止訴訟」  

ｐ518 

表、〔問題７〕訴訟形式 内 3 行目 

「仮の義務付け」   

  

→以下に修正  

「仮の差止め」  



ｐ518 

表、〔問題７〕訴訟形式 内４行目 

 

 

→以下を追加 

「当事者訴訟」 

ｐ519 表、〔問題８〕訴訟要件 内 2 行目 

「狭義の訴えの利益」   

  

→削除  

  

 

 ２刷 ３刷 

ｐ139 
17行目 

「(ウ) 承諾を同意へ要件（考慮要素）とする
考え方」 

 

→以下に修正 

「(ウ) 承諾を同意の要件（考慮要素）とする考
え方」 

 


